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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
15
日
、国
内
初
確
認
か
ら

３
年
が
経
過
し
た
。
い
ま

だ
収
束
が
見
通
せ
な
い
」

「
第
８
波
で
は
死
者
数
が

過
去
最
多
の
更
新
を
続
け

て
い
る
」「
亡
く
な
っ
た
人

の
多
く
は
高
齢
者
と
い

う
」「
看
護
師
が
感
染
し
大

変
。
東
京
の
大
病
院
の
実

態
を
新
聞
が
紹
介
し
て
い

た
」「
政
府
は
今
春
に
類
型

を
２
類
か
ら
５
類
へ
の
引

き
下
げ
を
検
討
し
て
い

る
」「
時
期
尚
早
で
は
な
い

か
」「
第
９
波
や
新
た
な
派

生
型
コ
ロ
ナ
の
到
来
が
心

配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

春
闘
。「
連
合
は
定
期
昇

給
２
％
を
含
め
た
５
％
の

賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
た
」

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

一
、
今
回
の
日
米
共
同
声

明
の
最
も
重
大
な
踏
み
込

み
は
、「
日
本
の
反
撃
能
力

及
び
そ
の
他
の
能
力
の
開

発
及
び
効
果
的
な
運
用
に

つ
い
て
協
力
の
強
化
」
と

明
記
し
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
米
軍
の
指
揮
統

制
の
も
と
、
自
衛
隊
が
敵

基
地
攻
撃
能
力
を
使
っ
て

相
手
国
に
攻
め
込
む
こ
と

を
、
公
然
と
宣
言
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
日
米
共
同
声
明
に
つ
い
て  

志
位
委
員
長
が
談
話
（
14
日
・
要
旨
）

一
、
選
挙
で
国
民
に
信
を

問
う
こ
と
も
、
国
会
や
国

民
に
説
明
す
る
こ
と
も
な

く
、一
片
の
「
閣
議
決
定
」

で
戦
後
の
安
全
保
障
政
策

の
大
転
換
を
決
定
し
、
ま

っ
さ
き
に
米
国
に
報
告
し
、

忠
誠
を
誓
う
。
こ
の
姿
勢

は
、
お
よ
そ
独
立
国
の
政

府
と
は
い
え
な
い
、
卑
屈

き
わ
ま
る
米
国
追
従
の
極

み
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
、日
米
共
同
声
明
は
、中

国
と
北
朝
鮮
に
つ
い
て
抑

止
力
・
対
処
力
の
強
化
で

対
応
す
る
と
の
べ
、
日
米

豪
印
（
ク
ア
ッ
ド
）
に
よ

る
対
中
国
の
包
囲
網
づ
く

り
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク

的
対
応
は
、
地
域
の
分
断

と
緊
張
を
高
め
、
軍
事
対

軍
事
の
悪
循
環
を
激
化
さ

せ
、
戦
争
へ
の
リ
ス
ク
を

増
大
さ
せ
る
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
の
す
べ
て
の
国

ぐ
に
を
包
摂
す
る
平
和
の

枠
組
み
を
強
化
し
、
東
ア

ジ
ア
に
平
和
を
創
出
し
て

い
く
憲
法
９
条
を
生
か
し

た
外
交
戦
略
を
進
め
る
こ

と
に
あ
る
。

学術会議つぶし阻止を
「安保政策の大転換」への適合が狙い

　　安保法反対 学者の会が声明

  

安
全
保
障
関
連
法
に
反

対
す
る
学
者
の
会
は
14
日
、

政
府
に
よ
る
日
本
学
術
会

議
つ
ぶ
し
の
阻
止
と
、
平

和
と
「
学
問
の
自
由
」
の

擁
護
を
呼
び
か
け
る
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

声
明
で
は
、
創
立
以
来
、

軍
事
研
究
を
否
定
し
て
き

た
学
術
会
議
の
基
本
的
立

場
は
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
拡
大
強
化
」
を
核
心
と

す
る
岸
田
政
権
の
「
安
保

政
策
の
大
転
換
」
と
相
い

れ
な
い
と
指
摘
。
政
府
は
、

こ
の
「『
大
転
換
』
に
適
合

的
な
科
学
者
組
織
に
学
術

会
議
を
改
造
す
る
」
こ
と

を
狙
っ
て
い
る
と
批
判
し
、

政
府
方
針
の
撤
回
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

　

会
見
で
、
学
術
会
議
元

会
長
の
広
渡
清
吾
東
大
名

誉
教
授
は
、
政
府
の
「
安

保
３
文
書
」
は
、
企
業
と

学
術
界
の
連
携
に
よ
る
軍

需
産
業
の
振
興
と
軍
事
研

究
の
推
進
を
明
確
に
し
て

お
り
、
学
術
会
議
改
革
の

根
本
の
動
機
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
訴
え
ま
し
た
。

日
米
軍
事
同
盟
の
侵
略
的

大
変
質
に
断
固
反
対
す
る

広
が
る
最
低
賃
金
の
地
域
格
差
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

「
経
団
連
は
過
去
10
年
の

実
績
と
の
乖
離
は
大
き
い

と
難
色
を
示
し
て
い
る
が

と
ん
で
も
な
い
」「
東
京
の

に
応
え
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
軍
拡
問
題
。「
岸
田
首

相
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と

会
談
し
、
日
米
共
同
で
の

敵
基
地
攻
撃
を
合
意
し

た
」「
ト
マ
ホ
ー
ク
導
入
も

約
束
し
た
」「
国
会
で
審
議

も
せ
ず
に
勝
手
に
約
束
し

な
い
で
と
言
い
た
い
」「
自

衛
隊
基
地
が
次
々
と
地
下

化
さ
れ
る
計
画
と
い
う
。

お
そ
ろ
し
い
」「
安
保
３
文

書
に
盛
り
込
ま
れ
た
計
画

だ
」「
日
本
が
戦
場
と
な
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
電
原
発
事
故
、
東
電

旧
経
営
陣
３
人
を
無
罪

（
18
日
、東
京
地
裁
）。「
こ

れ
だ
け
の
大
事
故
を
起
こ

し
て
誰
も
責
任
を
と
ら
な

い
の
は
お
か
し
い
」「
い
ま

だ
２
万
７
０
０
０
人
も
が

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
は
戦
車
な
ど

の
強
力
兵
器
を
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
提
供
す
る
動
き
が
あ

る
」「
軍
事
対
軍
事
で
は
な

く
、
話
し
合
い
で
戦
争
を

終
わ
ら
せ
る
努
力
を
す
べ

き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
寒
波
が
襲
来
し
て
い

る
」「
25
日
は
東
京
も
か
な

り
寒
く
な
る
よ
う
だ
」「
水

道
の
凍
結
注
意
も
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
る
」

核兵器禁止条約に
　　　　ジブチが署名

　　　92 カ国目

　

ア
フ
リ
カ
北
東
部
の
国

ジ
ブ
チ
が
９
日
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
同
条
約

の
署
名
国
は
92
カ
国
に
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
国
連
で
ジ
ブ

チ
の
代
表
は
「
平
和
と
軍

縮
を
支
持
す
る
た
め
に
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

に
着
実
に
取
り
組
む
」
と

表
明
し
、
未
署
名
の
国
々

に
署
名
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

古賀誠元幹事長　反撃能力（敵基地攻撃能
力）の保有は「完全に専守防衛を逸脱してし
まう」（「東京」12 月 16 日）
山崎拓元副総裁　「増税で苦しむのは一般国
民。目先の軍事的脅威に照準を合して、軍事
大国になることは控えた方がいい」「戦争は
どんなことがあっても避けるべき」（フジ TV
系、12 月 20 日）
河野洋平元総裁　「反撃能力っていうのは武
力による威嚇ですよ。武力を予算化しようと
している。政治や外交の努力を抜きにして、
ただ壁だけ立てていく。壁の隙間から向こう
へ鉄砲を向けて狙うのは本当の安全だとは
思わない」（TBS 系、１月９日）
福田康夫元首相　「武力を持つのは他国とけ
んかをするため、けんかをする前にどうした
ら仲良くできるのか考えてみたらいい。外交
というのは仲良くすると同時に危機を防ぐ
という役割も持っている」（『世界』２月号）

自民党の重鎮たちが次々

　大軍拡、敵基地攻撃能力に異議

　

物
価
上
昇
は
非
常
に
深

刻
で
日
本
経
済
も
停
滞
し

て
い
く
事
態
で
す
。
日
本

共
産
党
の
小
池
書
記
局
長

は
10
日
の
記
者
会
見
で

「
物
価
上
昇
に
対
し
て
即

効
性
の
あ
る
特
効
薬
は
消

費
税
減
税
だ
」と
強
調
。ま

た
実
質
賃
金
の
ア
ッ
プ
が

重
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
提
案
す

る
具
体
的
な
賃
上
げ
策
と

物
価
上
昇  

非
常
に
深
刻

　
即
効
性
あ
る
特
効
薬

　
　
　
　
消
費
税
減
税
を

し
て
、
▽
大
企
業
の
内
部

留
保
に
時
限
的
に
課
税
し
、

生
ま
れ
た
税
収
を
中
小
企

治
体
の
非
正
規
雇
用
の
労

働
者
の
時
給
は
た
だ
ち
に

１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
▽
公
定
価
格
で
賃
金
が

決
ま
る
介
護
や
保
育
な
ど

業
支
援
に
使
っ
て
、
最
低

賃
金
を
時
給
１
５
０
０
円

に
引
き
上
げ
る
▽
国
や
自

ケ
ア
労
働
な
ど
の
分
野
は
、

政
治
の
責
任
で
賃
上
げ
を

は
か
る
▽
男
女
賃
金
格
差

を
是
正
す
る
―
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

男女賃金格差深刻

　　　是正が急務

　

国
税
庁
「
民
間
給
与
実

態
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、

平
均
賃
金
は
男
性
が
女
性

を
大
き
く
上
回
り
、
そ
の

格
差
は
深
刻
で
す
。「
正
社

員
」、「
正
社
員

以
外
」
で
比
較

し
て
も
同
じ
で

す（
図
）。
ま
た

年
齢
別
・
勤
続

年
数
別
で
見
て

も
男
性
が
女
性

を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現
に

向
け
、
男
女
賃

金
格
差
の
是
正

は
急
務
で
す
。

訂
正

　

先
週
号
『
学
術
会
議
の

独
立
性
侵
す
な
』
の
記
事

で
“
政
府
は
今
月
、
来
年

の
通
常
国
会
に
”
を
“
政

府
は
昨
年
12
月
、
次
の
通

常
国
会
に
”
に
訂
正
し
ま

す
。

12
月
の
消
費
者
物
価
が

４
％
も
上
昇
し
た
。
41
年

ぶ
り
の
伸
び
だ
」「
経
済
界

は
物
価
上
昇
率
を
上
回
る

賃
上
げ
で
労
働
者
の
要
請


